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１　はじめに

　枝豆は東日本に比較的産地がまとまっており，

７月をピークに春先から秋口まで，いわゆる“旬”

ものの野菜として栽培されています。特に東京，

千葉，埼玉，神奈川等の関東平坦地では古くから

葉付きでの束出荷がおこなわれており，冷凍加工

枝豆との差別化をはかり，近郊産地としての鮮度

を強調した出荷形態がとられています。昨今都会

での生ゴミ処理の問題が大きくなりはじめ，枝豆

においても葉付きをやめ，袋詰めダンボール出荷

（切り枝）が増える傾向がみられますが，束出荷

も依然根強い人気があり，夏の風情をかもし出す

重要な役割を担っています。

　一方，作型でみると，ハウスやトンネル等の早

出し栽培が高値で価格が安定しており，５月出荷

のハウス，６月出荷のトンネル栽培がこれらの産

地でおこなわれていますが，春先の天候が不安定

な中での栽培となるため，収穫量の変動が大きく，

より着莢性の安定した品種，また，栽培管理方法

が求められています。

　来春より販売を開始する新品種『サヤコマチ』

（試作系統名：ＳＢ１００３）は，サヤムスメより熟

期のやや早い中早生品種で，これらの産地での早

出し栽培で利用できます。特にサヤムスメより低

温時期の着莢性に優れており，ハウスやトンネル

等の作型に適した品種です。ここでは，本品種の

特性並びに栽培のポイントについてご紹介しま

す。

２　新品種『サヤコマチ』の品種特性

　当社では，既に極早生種では『サッポロミドリ』，

『春の舞』を，中早生種では『ユキムスメ』，『美

園グリーン』，『キタノスズ』および『サヤムスメ』

を，また，中晩生種では『サヤニシキ』をそれぞ

れ発表し，各産地でご好評いただいております。

特に最近は，濃緑，大莢で外観に優れるサヤムス

メの人気が高く，単価のよい早出しでもサヤムス

メを出していきたいとの要望が強まっています。

サヤコマチはサヤムスメと同じ中早生種に属しま

すが，ハウス，トンネル等の移植栽培ではサッポ

ロミドリ並みの熟期まで早生化し，サヤムスメ並

みの大莢で，さらにサヤムスメより低温時の着莢

性に優れた品種です。

１）　早晩性

　直播での露地（マルチ含む）栽培においては，

ほぼサヤムスメ並みの中早生種に属し，関東平坦

地での標準露地マルチ栽培で約８３日程度の生育日

数となります。ただし，移植による早播き栽培で
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はサヤムスメより３日程度熟期が早く，ほぼサッ

ポロミドリ並みの生育日数で収穫適期を迎えます

（図１）。

２）　草丈

　サヤムスメと似た草姿をしており，葉は濃緑で

やや小さく，葉柄はやや上向きに伸びます。移植

早播き栽培においては，サヤムスメより主茎がや

や細く，節間が伸びやすく，主茎長はやや長くな

る傾向がみられます。サヤムスメ同様分枝の発生

が比較的少なく，葉かきの手間が少なくすみ，枝

付き出荷には向いています。

３）　さやの特性

　さやは白毛で，サッポロミドリ並みの莢色でサ

ヤムスメよりやや淡い色ですが，サヤムスメ同様

大莢でボリューム感があり品質に優れます。ただ

し，さやの太りはサヤムスメと似てやや緩慢で，

収穫期の後半になっても膨らみは中程度で止まり

ます。

４）　収量

　サヤムスメと比較して着莢数がやや多く，多収

となります。特にハウス，トンネル等の早播き栽

培ではサッポロミドリより着莢数がやや少ないも

のの一莢重が重く，サッポロミドリと比較しても

やや多収となります（表１）。

５）　食味

　サヤコマチの食味は適期収穫では良好ですが，

前述のとおりサヤムスメ同様やや収穫適期時のさ

やの膨らみがあまいため，収穫遅れになる危険性

が高く，結果的に食味の評価が芳しくないといっ

た懸念もあり，必ず適期で収穫するよう注意が必

要です。また，食味については品種特性と併せ，

収穫後の鮮度保持等が極めて重要であり，食味の

良い高品質の枝豆生産にあたっては，これらの要

因に対しても十分留意する必要があります。
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写真２　トンネル栽培風景（有孔トンネルでの被覆が

　　　　一般的）
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３　適作型と上手な利用法

　基本的にはハウス～トンネル～露地の各作型で

の栽培が可能です。ただし，本品種の特性を生か

す上では，ハウスおよびトンネル栽培等の低温ス

トレスを受けやすい作型で，より特性を発揮させ

ることが期待できます。特にサヤムスメが比較的

高温域での着莢がスムーズにおこなわれる反面，

低温域ではやや着莢性が不安定になる傾向がみら

れることから，サヤムスメの前作型に熟期のやや

早いサヤコマチを組み入れることで，比

較的早い作型から継続しての出荷が可

能となります。３月下旬以降のトンネル

や４月中旬以降の露地マルチ栽培では

サヤムスメのほうが莢色も濃く，サヤム

スメ本来の収量性を確保しやすくなる

ので，サヤムスメの前に収穫する品種と

しての組み合わせが極めて有効です。

４　栽培のポイント（ハウス，トンネル中心）

１）　草勢をしっかり確保

　前述のとおり草姿はサヤムスメに近

く，通常栽培の中では十分草勢を確保す

ることは可能です。多少の多肥栽培にお

いても，サッポロミドリのように大葉に

なったり主茎が異常に太くなることが

比較的少ないので，肥培管理については

概ね一般的な管理で問題ありません。ただし，何

らかの理由で草勢が確保できず貧弱な状態で開花

を迎えると着莢は極めて不良となり，低収の最大

の原因となるので，必ず草勢をしっかり確保する

よう注意が必要です。草勢が確保できない要因は

いくつかありますが，主に以下のようなことが挙

げられます。

①温度不足（特に生育初期からの低温）

②乾燥（土壌乾燥および空気中湿度の乾燥）

③老化苗での移植（本葉展開期以降での定植）等

写真４　ハウス栽培風景（ハウス内もトンネル被覆で温

度・湿度を確保する）

写真５　サヤコマチの着莢状況

表１　『サヤコマチ』の主要特性および収量（試験成績） 　 （雪印種苗株式会社）
３粒
莢率

規格内
収量

莢幅莢長莢色
さやの
大小

主茎
節数

主茎長
収穫
適期

開花
始め

品　　種　　名

（％）（�／ａ）（㎝）（㎝）（９～１）（９～１）（㎝）（月／日）（月／日）

〈ハウス半促成：平成１０～１１年２月２６日播種、平成１０年～１１年３月９日定植（２か年平均）〉（千葉）

１１．７６２．０１．４６６．２８６．８７．５７．３３７．９５／２０４／１５サヤコマチ

１８．８６２．６１．４３６．３７７．２７．７７．１３３．６５／２１４／１６サヤムスメ

２５．９５４．９１．４０５．６２６．９６．５７．０３２．３５／２２４／１７サッポロミドリ

〈トンネル早熟①：平成１０年３月１０日、平成１１年３月１２日播種、平成１０年３月２３日、平成１１年３月２４日定植（２か年平均）〉（千葉）

２０．８６７．０１．４８６．１９６．５７．５７．３３１．１６／５４／３０サヤコマチ

１８．６６３．７１．４７６．４６７．４７．９７．０２８．３６／６５／１サヤムスメ

２８．１６５．６１．４２５．４３６．８６．８７．０２７．１６／６５／１サッポロミドリ

〈トンネル早熟②：平成１０～１１年４月１３日播種、平成１０年４月２７日、平成１１年４月２６日定植（２か年平均）〉（千葉）

２３．１１１０．４１．４９５．９７６．５７．５８．３３６．３６／２７５／２１サヤコマチ

２３．４１０６．３１．４７６．３０７．３７．８７．７３３．４６／２９５／２１サヤムスメ

３５．４１０８．２１．４２５．３３６．５６．５７．１３０．８６／２８５／２２サッポロミドリ

〈露地マルチ：平成１０～１１年５月２０日播種（２か年平均）〉（秋田）

３５．６１１３．９１．４３５．８４６．７７．６１１．２４２．２８／１２７／６サヤコマチ

３９．２１０５．５１．４４６．１３７．３７．７１０．８４２．３８／１４７／７サヤムスメ

３２．１６６．９１．４４５．４４６．７６．９８．８３０．６８／７７／３サッポロミドリ

評点基準…さやの大小：９（大）～１（小）、莢色：９（濃緑色）～１（淡緑色）
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２）　開花期の温度・湿度管理が重要

　枝豆は元来極めて着莢率の低い作物で，温度や

乾燥などの環境条件によって着莢率はさらに大き

く変化します。特に開花期は最も影響を受けやす

い時期にあたり，とりわけ本来の自然条件と大き

く異なるハウスやトンネル栽培においては，開花

時期の春先の天候不順が大きく影響します。着莢

すべき花が落ちてしまうと，茎葉部が２次生長を

始め，さらに茎が太くなったり，葉肉が厚くなっ

たりして，花も長期間に渡って咲き，結果的には

満足な収穫に至らないこともあります。品種によ

る着莢の安定性に差はあるものの，基本的には十

分な温度，湿度の確保が極めて重要となります。

開花期間中（開花始めから１０日間程度）の目標温

度は以下のとおりです。

・日中：３０�以上（湿度も確保）

・夜間：１５～２０�

３）　ばかにできない風の影響

　前述のとおり，開花期は生育期間中最も環境ス

トレスを受けやすい時期にあたり，温度や湿度以

外でも管理面においては細心の注意が必要です。

特に風は倒伏を招き，その後の着莢不良や収穫作

業まで影響してきますので，できるだけ倒伏しな

いよう風除け対策が必要です。とりわけ，ハウス

やトンネル栽培では徒長気味に生育するため，風

速１０ｍ以下でも倒伏することがあり，トンネル除

去時は温度管理を含め，風対策も合わせて考える

必要があります。開花以降は茎葉部も徐々に硬く

締まって倒れにくくなり，また，着莢後であれば

多少の風で落花することもなくなるので，開花期

後半までトンネル被覆が可能であれば風対策とし

ても有効です。

４）　ハウス，トンネルは無農薬栽培も可能

　露地栽培では枝豆のさやを食害する虫が数多く

発生して，その防除無しでの出荷はほとんど不可

能ですが，ハウスやトンネル栽培においてはさや

に影響をおよぼす害虫の発生はほとんどなく，場

合によっては殺虫剤を使用しないで済みます。た

だし，葉付き出荷の場合は葉も商品となるので，

葉を食害する虫の防除が必要となります。特にハ

ウスやトンネルではダニが発生しやすく，乾燥や

窒素肥料の多投等，発生を助長させる要因をでき

るだけ避ける必要があります。

５　むすび

　昨年，今年と枝豆の市場相場があまり芳しくあ

りません。天候によって多少出荷量の増加も影響

していると思いますが，どこにその原因があるか

市場関係者も首をかしげているところです。食生

活が多様化し枝豆そのものの需要が減退したの

か，またレトルト，加工食品の普及が枝豆にも波

及し，家庭でゆでる青果物が敬遠されてきている

との声も聞こえます。実際に冷凍枝豆の輸入量は

年々増加しています。

　野菜の“旬”が見直されている中，ぜひ今一度

初夏の枝豆の一層の需要拡大を期待したいところ

です。各枝豆産地でも，品質に優れた鮮度の良い

枝豆作りに取り組まれていますが，特に初出荷の

枝豆はその年の相場形成に多大な影響をおよぼす

ことになり，出始めの枝豆で消費者の期待を裏切

ると，その後の需要は限りなく縮小してしまいま

す。

　サヤコマチは枝付き産地での早出し出荷を中心

に，ハウスおよびトンネル栽培を主体に特性を発

揮させることができる品種です。本品種につきま

しても，先に述べたとおり消費者の期待を裏切ら

ない品質重視の栽培に取り組んでいただき，枝豆

の需要喚起の一助になれば幸いです。

写真６　サヤコマチの切り枝での出荷姿


